平成29年７月13日

新潟県病害虫防除所
平成２９年度
新潟県病害虫発生予察速報第６号
（ハスモンヨトウ及びシロイチモジヨトウ誘殺数の急増）

１　発生状況

（1） ハスモンヨトウは、７月以降、県内の大部分の調査地点でフェロモントラップによる誘殺数が急増しており、広範囲に飛来があったものと推察される（表１）。７月第１、第２半旬の誘殺数が平年より多い地点は、長岡市長倉町（作物研究センター）、新潟市西蒲区松野尾、五泉市一本杉、同市木越（データ略）である。
（2） シロイチモジヨトウでも7月以降にフェロモントラップによる誘殺数が急増しており、ハスモンヨトウと同時期に飛来があったと推察される（表２）。なお、７月第１、第２半旬の誘殺数は、聖籠町真野（園芸研究センター）では調査を開始した平成３年以降で最も多く、胎内市大出では過去10年間で最も多い。
（３）７月上旬の防除所巡回調査において、村上市のねぎほ場でシロイチモジヨトウ若～中齢幼虫の寄生及び被害が稀に確認されている。
[image: image1.emf]表１ 性フェロモントラップによるハスモンヨトウの半旬別誘殺数

本年 前年 平年 本年 前年 平年 本年 前年 平年

6月第１半旬 - - - 0 0 0.3 0 1 1.3

第2半旬 - - - 1 0 0.2 2 0 2.9

第3半旬 - - - 4 0 0.3 11 0 2.5

第4半旬 - - - 2 0 0.4 16 15 4.8

第5半旬 2 5 7 1 6 1.7 9 163 35.3

第6半旬 2 27 20 0 2 1.0 1 171 62.6

7月第1半旬 102 52 13 0 92 12.5 6 295 103.4

第2半旬 200 74 16 7 46 5.9 79 196 73.6

本年 前年 平年 本年 前年 平年 本年 前年 平年

6月第１半旬 - - - 0.6 - 1.7 0.7 0.7 0.8

第2半旬 - - - 0 0.3 1.8 8.6 0.3 1.1

第3半旬 - - - 14.9 1.7 2.5 9.9 2.0 0.6

第4半旬 - - - 33.1 25.0 6.9 8.9 10.0 2.3

第5半旬 - - - 55.0 58.0 14.9 1.4 19.1 4.8

第6半旬 - - - 5.7 99.9 23.1 2.0 40.0 9.3

7月第1半旬 2 29 4.9 113.7 239.3 62.1 72.1 67.9 17.9

第2半旬 11 46 7.0 (148.6) 125.6 40.9 177.1 60.0 17.2

表２ 性フェロモントラップによるシロイチモジヨトウの半旬別誘殺数

本年 前年 平年 本年 前年 平年

6月第１半旬 14 4 0.5 0.8 3.0 0.3

第2半旬 2 2 0.5 3.0 1.2 0.7

第3半旬 7 2 0.5 4.7 0.8 0.8

第4半旬 1 4 1.0 6.4 0 0.6

第5半旬 4 1 0.6 2.1 2.5 1.4

第6半旬 1 2 1.0 25.7 6.5 1.6

7月第1半旬 34 5 2.0 43.6 8.2 2.1

第2半旬 47 8 5.1 52.1 5.1 3.7

注１）表中の「－」は未調査。（　）は調査日が半旬に満たない場合の誘殺数。

注２）新潟市西蒲区松野尾、五泉市一本杉、胎内市大出は日平均誘殺数から半旬別に再計算した。

佐渡市中興

（佐渡農業技術センター）

かき・水盤式トラップ

長岡市長倉町

（作物研究センター）

大豆・水盤式トラップ

聖籠町真野

（園芸研究センター）

野菜・水盤式トラップ

上越市柿崎区川井 新潟市西蒲区松野尾 五泉市一本杉

注３）平年は過去10年間の平均値。ただし、佐渡市中興（佐渡農業技術センター）は過去６年間、新潟市

　　　西蒲区松野尾、五泉市一本杉は５年間の平均値である。

聖籠町真野

（園芸研究センター）

野菜・住化式粘着トラップ

胎内市大出

ねぎ・SEトラップ

大豆・水盤式トラップ ねぎ・ファネルトラップ さといも・ファネルトラップ


２　ハスモンヨトウ及びシロイチモジヨトウの特徴
（1） ハスモンヨトウは広食性で各種の草本性作物及び、かき、ぶどう等の果樹作物を加害する。
シロイチモジヨトウも広食性で野菜・花き類等の草本性作物を加害する。
（2） 両種とも鱗毛に覆われた卵塊を産下する。ハスモンヨトウの産卵盛期は誘殺盛期の約２日後、ふ化盛期は誘殺盛期の７～10日後と考えられる。一方、シロイチモジヨトウは誘殺盛期の約１週間後に産卵盛期となり、約２週間後に１～２齢幼虫盛期となる。両種とも若齢幼虫は集団で加害し、その後分散して暴食する。
３　対策

局所的多発生に注意する。ハスモンヨトウではこの時期の多誘殺が被害に結びつく事例は少ないが、ほ場を観察し、卵塊や幼虫の寄生が目立つ場合は以下の防除対策を講じる。

（１）卵塊や分散前の若齢幼虫は見つけ次第除去する。ハスモンヨトウの初期加害は、大豆では白変葉、さといも、かきなどでは褐色に枯れ込んだ葉となり被害が目立つ。シロイチモジヨトウの初期加害は、ねぎでは若齢幼虫が葉の表皮を残して内部から葉肉を食害するため、葉が白化する。
（２）薬剤防除は若齢幼虫期に行う。
（３）施設栽培では開口部に防虫ネットを展張するなど物理的防除も有効である。
